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佐渡聯沢根及び薪潟漿内の鰹蒙の畿鮒紋置に麗する競魔

A獣麟yo織Do鵬載繍醐毅魯灘融鵜o菅轟搬縫磯験労鐵s縫轡畿総，＄麟ゆol妙，髄ll蝉撫

　　　半澤祐介＊1，　　西村伸也繊，　　山田文宏略

Y総櫨¢鼠ANZA脚A，　S簸餓y＆搬S灘簸U獄A鍛雛翠隷麟i数蜘㌢A畷》A

　佐渡市沢根の町家を対象とした。購家の土間位置に着碧し、県内の他地域の町家と比較するこ

とで土闇位置と町の形成が往戸内部の空問に与える影響を考察する。町家の間取りや設えは地域

に共通した形態があると懸時に，岡一地域内においても各住戸によって差異をもつ。各地域の土

間位置を挙げることにより町家がもつ一般性と固有性の一端を明らかにした。
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　　　　町家　　　土間　　　方位　　　屋根形状

L鞭窯の蕎叢と蹴麹　　　　　　　　　　　　　　　　成と、ミセーオエーザシキと続く3設構成があり、ナカ

立地する地形から猛戸内部、また纈部に至るまでその　　　ニワを介して後方に付属歴を持つ。トオリニワと呼ばれ

地域性に富んだ町家を読み解くことは建築の持つ土着1生　　　る土問が．主屋から付属屋まで抜けている。　主屋の2

を再確認するためにも有益であると考える。本論では，　　　繕はオモテ鰯よリオモテニカイ、吹き叛けを挟んでウラ

佐渡市沢根を調査対象とした。町家の土間位置に着欝し、　　　ニカイとなっている．

欄位置と町の形成が住戸内部空間に与える影響を考察　　　尋．澱糧の鐵稼の土蘭難置について

する。その上で、他地域の町家と銘較し．各地域におけ　　　轟一署．畿閣健麗の麟懸

碑家の縛窪を探ることを欝的とする．　　　　　　　　　　土問の位置を表す語句として、土問に方角を足したも

露物L醗甕鑛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは，その方角に土問が位置する町家を示す。また．地

調査は，2鱗年4月～2鰯年鎗月に佐渡市沢根の驚　　　域の中での多数の土閥位覆とは，逆の方位に土間が位置

家計16軒の実測・ヒアリング調査を行った。また、薦　　　する場合に、逆土間と呼ぶこととするく聡2）。

年9月～鴛月にかけて新潟県内各地域の町家箋858輯の

燗位置の調査を行っ確麟。

3、沢縷の礁の鍵瞬購賊

沢根における一般的な町家は、主屋、付属屋ともに、

切妻平入り屋根を持ち．渡り廊下は中庭方向へ下がる片

勲崖根となっている。基本的な室構成は、1階主騒オ

モテ偲からミセーオエーナカノマーザシキと続く4段構
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恥焦畿問纐騒の馨窃侮3）　　　　　　　　　　講一轟。翻駒麟麿わ慰憲鐸（鞠5）

鰯件のうち32爵練欄56軽緬燗であった・　燗が向か瞼わせになる髄では醐空間にいく

西燗住融罰か肚蹴かけて多く見ら翫小　つかの鰍的な数力嚇縦謁W囎講W％の
蹴対楓姻靴る場合晒燗にすることど上　｛炉は燗が向か瞼㌃聯水麟韓る盤である、

蹴かけて繭畿糠に融していきそ就伴略住　髄聞隙でダシアイ齢こなっており澗隙艸央に敷

戸の方位に対する意識が変化していくことが理虫として　　　地境界がある。出綴土闘の向かい合わせの住戸では

挙げられる。西土間住戸・東土間住戸の混在によって。　　　ダシアイや撲水の共有といった集住の仕組みが重なって

欄が師給わせにな碓戸が見られる・　　　みら褐．燗位置の魏に翻するこど礁瀬の部

謎譜藷撒聯下義駒　分的な糊齢ることがで翫

贈鱗沓難獣ぎシ脇点を灘熱難癒難熱＿一
難欝承露藩　沢根は、出と海に挟まれているため、地形

に沿う形で山側と浜綴で異なる撲水方法かみられる。浜

測でのナガシからの撲水は、各住戸の敷地内、付属屋の

脇を通って住戸後かへ流すのに対し，山衡では．住戸間

を通し住戸前方へ緋水を行っている。とくに土間が向か

い合わせになっている住戸では、土間狽ぜに排水溝を設け、

一つの撲水を工つの住戸で共有している（薮解）。

鰯払壇健置東」澗の注戸では、室奥に仏壇を配置させ

るのに蒐し、西土懸の｛i漢は、仏壇を室奥に置かずに、

土間を養1に太聞測におき払壇を東に向けている。

灘ダシアイ　5軒の実灘窪戸でダシアイが確認された．

いずれも．騰欝主戸と土聞を向かい合わせた往戸であり．

共有の排水溝上部に収納や靴箱を設えている。室側のダ

シアイは確認されず、沢根では土問を向かい合わせた住

戸の排水溝上部間隙部分でダシアイが行われていた。
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轟補．魯越戴の覇象の畿閣簸鐙緯齢）　　　　　　　　　いることが特徴として挙げられる。

平入り圏の町家である、小木．両津・夷．湊、高磁、　　　鉱讐よ南土間が聡戟北土間が1軒であった。北土

杜ヒの4地臨妻入り圏の町家である簾茂黒職白根　　　　間の住戸は・角地の住戸であった。

吉田，亀購の5地域について土間位置の調査を行った。　　　臨繍蔑㌶軒で東土間譲軽が西土間であった。逆土闘

議，小ホ76軒のうち東または南に土間が位置する｛主戸　　　のうち5軒は、小路脇の住戸であった。

は73載北または西に土闘が位置する住戸は3軒であっ　　　象黒燐南北町家では聡輻が東土闘、1軒が茜土間。東

た。東西から南牝へと湾曲する前面道路に対砿土間位　　　西町家では82薯が北土問・蓋軒が南土間であった・逆土

置が反転することはなく東土間から南土闘となる。小木　　　聞の柱戸は・小路脇の住戸であった。

の前面遵路が北から東へと湾麟するのに対砿沢根は、　　　籔白根玉36軒が北土間、13軒が南土問であった。角地

北から西へ湾懸する。この違いが㍉沢根で土間位置の反　　　において南土問が確認された滴売をしている住戸では

転した住戸が見られる要因であると考えられる・　　　　　　角地に薄し土間を配置し全面嗣ロとしている。

麟津・夷．澱湊では1欝軒が南土間、講軒が北土間　　　鉱吉欝　獅縣が北土騰11軒が南土聞であった。角地

であった。夷では轄軒が南土閥、北土問は確認できなか　　　において南土間となる。また，角地以外では、隣接する

った。湊と夷のカミ・シモはどちらも両津大橋をシモと　　　住戸が敷地内に設けた小路に対して土問を配置する注戸

している。カミ・シモは反転するが、爾地域とも南を土　　　が確認されている・

間とすることから、爾津における土間位置はカミ・シモ　　　蝿蟹　鍵軒が北土職8軽が南土閥であった・妻入り屋

により決められているのではないことが分かる。　　　　　　根と、丁字屋根が混じる亀鑓においての北土間の理鐵と

e、高闘東西町家では南土間が嘱転北土闘が21薪。　　　しては。亀田の町家の特徴である2室目の室側に設けら

南北町家では東土間が44鞍、西土間が2◎軒であった。　　　れる中庭が挙げられる。中庭への採光を得るために南に

南土間、東土問が多いが，南北．東酉の±間が混ざって　　　中鷹を配し、毒駈に土闘を設けている。
　小木　　　　蕎津寅　　　　爾漆湊　　禽鰭㈱鷹劇　高鐙（緬町劉　　　載ヒ　　　　　舶茂　　　黒埼く輸爾家）　黒埼礫爾鋤　　　麟喪　　　　警錦　　　　　篭懇

2％　　　　　　働　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝％　　　　　　8％　　　　　　　　　　　魅血閣灘南虚閣轟康土鶏癒藪廓麟　　ない箪鰯

5一窯　平入り．妻入り陶家の土間位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　触・6餐地域の土闘蝿

備北灘稼の土闘億羅　南北町家では平入り，妻入りと

もに東土問が多数を占める。土問を東に配置する理由は、

仏壇、裾翻立置が大きく影響していると考えられる。神

棚、仏壇の置かれる位置の決まり事とし℃．神棚は東向

き、仏壇は厳密な規則は無いが、一般的に東または南の

明るい方角を向けるのがよいとされている（靱7）。

碕繭塒象の土闘螺　平入り東西町家は南土闘が多数

を占める。南土間となる住戸は、仏壇位置を優先させて

いる。室奥に仏壇を置き、土間に向けている。一方、妻

入り東西町家では．屋根形状が土聞位置を決定し、北土

間が基本となる。妻入り東西町家は、南北に屡根が折れ

ているために、太陽の光を受ける際に．住戸内部の間口

方向に南北の方位ができる。そのため暖かい南に室を配

置し、土問は北となる。それに財し、平入り町家の麗根

は、東西方向に折れているため、住戸の問口方向におい

て陽のあたり方に差はなく．東西町家においても仏壇位

置が優先される（軸8）。
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騒一馨籍地域磁闘鎭（嬉9）

　各地域において．±問の位置は大きく傾向があること

がわかった．その中で、特別な条件をもつ場合に逆土聞

の住戸が発生している。逆土間の住戸の発生する条件を、

規模の違いによって3段購に分類する。

《1＞地形による条件

・前諏道路の湾曲一蓬沢欄地形にそって街区を形成し

ており、方位の認識に変化がおこる。

⑫）繍による条幹

・小路．角培一縮根，加茂、黒崎、吉譲、村上、沢欄

小路に対して土問を設けるために、逆土間がみられる。

《3》隣難戸との1濁孫による条件

・気候一隔測　　雪下ろしのために，中庭を向かい含

わせることで．土闘位置の反転がおこる、

・隣接住戸の小路一［吉1頚YS－05では隣戸が．敷地

内に設けた小路に対して．土間を配置している。

・中鷹への採光一縄田】　隣戸と中庭をあわせ採光を

確保するため、逆土問が発生している。

・アイヤー一一縦．環　　1軒の住戸の土間を仕切り分割

したため土闘が向かい会う住戸，土間の仕切りを外して

隣接佐戸とチャノマを一体にして使うために、土間を向

かい合わせている住戸がみられる．

窃．潔と繊嬉鋤

　土聞位置及び土問位置による内部空問の変化を比較す

ることによって、地域ごとの特徴とそれらの地域のなか

での部分的、局蕨的な特徴を明らかにすることができた。

　土聞位置の訣定は仏壇．神翻位置が大きく影響してい

るが、妻入り東西町家においては屋根形状によって生じ

る鵜口方向の撮度差が要困となり、南に室を設け北土問

となる、また．沢根では地形，高磁では気候，白根．加

茂．黒崎では区画の角地が要困となり逆土間がみられた。

亀田や、吉田、村上でみられた逆土間は、隣接住戸との

関係においてであり、町の全体の規麹性ではなく各注戸

の厨所的な条聾がその場所での最適な形態となっていた。

　町家の間取りや設えは地域に共通した形態があると隅

時に、羅一壊域内においても各柱戸によって差異をもつ。

各地域の土聞位置を挙げることによって町家がもっ搬

姓と固有性の一端を明らかにすることができたと考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件の規模
地形による条件

町翻による条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

隣接住芦との関係による条俳　　　　　　　　　　　　　　　1
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